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経歴 主要プロジェクト

専門

中村 龍樹（なかむら たつき）– Senior Manager

自己紹介

◼ 2011年9月 東北大学法学部法学科卒業

◼ 2014年3月 北海道大学 公共政策学教育部

 公共政策学専攻修士課程(専門職)修了

◼ 2014年4月 株式会社 野村総合研究所入社

 消費サービス・ヘルスケアコンサルティング部

 NRI上海、NRI India出向を経て

◼ 現在 NRI Singapore

 シニアマネージャー

◼ 消費財（食品関連）・サービス業 等

◼ 事業戦略策定支援

◼ 新規事業立案/実行支援

【資格】

◼ 公共政策学修士（専門職）

【論文】

◼ 「インバウンドマーケットビジネス機会と戦略構築の必要性」

『NRIパブリックマネジメントレビュー』2017年7月号（共著）

◼ 事業戦略策定支援

⚫ 調味料メーカーの中期経営計画策定支援

⚫ 食品メーカーの海外水産事業拡大支援

⚫ 旅行代理店のインバウンド事業戦略策定支援

⚫ 化粧品メーカーにおけるインバウンド需要調査・予測支援

⚫ 製薬企業におけるインバウンド需要調査・戦略立案支援

⚫ ディベロッパーのテーマパーク事業戦略策定支援

⚫ メディア企業のコンテンツ国際展開に向けた戦略立案支援

⚫ メディア企業の海外におけるIP獲得戦略立案・実行支援

⚫ メディア企業のコンテンツ海外展開に向けた消費者需要調査・市場動向分析 など

◼ 新規事業立案・実行支援

⚫ 中国における食品メーカーの新規事業立案支援

⚫ 中国における調味料メーカーのDX支援

⚫ 食品卸売企業の海外事業者買収支援

⚫ 中国における機器メーカーの農業関連新規事業立案支援 など

◼ 官公庁案件

⚫ マーケットインの発想に基づく輸出への転換に向けた海外市場・規制に係る情報整理

（農林水産省）

⚫ 主要輸出国・地域の輸出促進体制調査（農林水産省）

⚫ 農林水産省 日本産食材サプライチェーンプラットフォーム構築事業

⚫ 農林水産省 国産農林水産物の消費拡大施策に係る調査・分析業務

⚫ 農林水産省 海外展開調査・実証支援事業（ロシア及びその他地域） など
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2022年に養殖による生産量が漁獲量を初めて上回った。背景には、乱獲や温暖化、水質汚

染などの環境問題を起因とする海の生物の持続可能性が危機に瀕している状況がある

陸上養殖の現状・予測｜漁獲 vs 養殖

世界の漁獲量と養殖生産量の推移 (1990s -2022, Mn Ton)

✓ 乱獲・IUU漁業（違法・無報告・無規制に行われる漁業）

✓ 水質汚染

✓ 地球温暖化

✓ 海洋酸性化

✓ 開発による生息地の破壊

世界の漁獲量の持続可能性度合い (1974 -2022, %)

✓ 2022年に養殖の生産量が漁獲量を初めて上回った

✓ 今後の水産物生産における漁獲による生産は横ばいの一方、養殖によ

る生産が継続的に増加することが見込まれている

Source：FAO statistics, Desktop Research



5Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

2050年までに、水産物は３億３千万トン、養殖は１億９千万トン、陸上養殖は１億3千万

トン、RASは4,900万トン、小型陸上養殖は2,780万トンの潜在需要が見込まれる

陸上養殖の現状・予測｜潜在需要予測

水産業・養殖業における需要予測 (Million Ton)

2022 2050

202

241

331

2022 2050

103

141

193

2022 2050

64

96

135

2022 2050

6.4

49.2

2022 2050

1.6

27.8

需要予測

(‘22-’50)

小型水産業 養殖 陸上養殖 RAS

FAO NRI予測

成長率

(’22-’50)

FAOとの

ギャップ

1.8% 2.3% 2.7% 7.6% 10.7%

90 mil ton 52 mil ton 39 mil ton - -

割合 ー
水産業における割合：

58%

養殖における割合：

70%

陸上養殖における割合：

36%

RASにおける割合：

57%

Source： FAO data, NRI analysis
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特に陸上養殖に目を向けると、NRI予測に基づく潜在需要は、FAOの予測と比較して

3,900万トン多く見込まれ、2022年から2050年の成長率は2.7%である

陸上養殖の現状・予測｜潜在需要予測（NRI予測）

陸上養殖需要予測

2022 2050

63.8

95.9

135.3
+2.7%

39.4

Source： FAO-OECD, FAO data, NRI analysis

FAO生産量 NRI生産量予測 Unit：Million Ton

世界全体の陸上養殖業におけるトレンド

環境保護

食糧安全

保障

消費者の

需要

新規水産物生

産地

の開拓

新規ビジネスの

開発

• 海上養殖では、海洋汚染や周囲の生態系への影響な

どへの懸念から規制がある地域が拡大しており、陸上

養殖はそれらの供給を補う可能性を持っている

• 内陸地や砂漠地などの従来、水産物の生産ができな

かった地域での生産が拡大することで、地域の水産物

の自給率を確保することができる

• マイクロプラスティックや水質汚染などへの懸念から、陸

上養殖による水産物の方が安全と考える消費者が増

加している

• 内陸国での水産物の需要が増加するのに伴い、陸上

養殖の拡大がみられる

• 砂漠や新興国でも陸上養殖による水産物の生産が注

目されている

• 内陸地での雇用の創出が可能。養殖だけでなくサプラ

イチェーン全体への波及効果が見込まれる
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海上養殖と陸上養殖の潜在生産面積を比較すると陸上の方が海上よりも約2.4倍の潜在面

積が見込める。また、潜在面積の増減要因からも、陸上養殖のポテンシャルの高さが伺える

陸上養殖の現状・予測｜海上 vs 陸上

海上養殖VS陸上養殖潜在生産面積

海上養殖

陸上養殖

1,140万km²

2,700万km²

およそ2.4倍

潜在面積の増減要因

海上養殖 陸上養殖

ネガティブ

• 海水温の上昇

• 海の汚染

• 規制区域の拡大

• 有害なプランクトンの発生

• 酸素濃度の低下

• 酸性化

• 風力発電や観光などによる沿岸

部の利用拡大

ネガティブ

• 都市などを中心に土地の高騰や他の利用目的との競合が懸念される

ポジティブ

• 一部の地域では水温の上昇により従来、生産ができなかった水産物の

生産が可能になる

ポジティブ

• 技術開発により完全人工環境での養殖が可能になったことで、

従来養殖が困難だった地域でも養殖が可能になる

• 使用されなくなった土地の活用手段として注目

• 垂直に重ねた生産が可能なため省スペースでの生産が可能

Source： NRI analysis
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水産業従事者は増加傾向にあるものの、過去10年では成長が停滞。過酷な労働環境や気

候変動による失業の拡大により、漁業従事者は長期的に減少する可能性がある

陸上養殖に見る新規ビジネス機会｜漁業従事者の減少

7 7 7 6

24
29

32 34

12

16

22 22

1990s 2000s 2010s 2022

養殖業

漁業

不特定

44

52

61 62

+1.1% +0.1%

養殖業・漁業における雇⽤者数の推移（100万人）

• 他の業種と比較して、高い労働関連死

• 船の上の窮屈かつ気候の影響を受ける

労働環境

• 労働時間が長い

• 船の上での十分な食糧や水へのアクセス

が限られている

• 船の上では医療へのアクセスが限られる

• 低賃金

• 非正規雇用が多い

漁師の労働環境の課題（国際労働機関（ILO）による説明）

気候変動による漁師の失業の拡大

インド、アンダープラデーシュ州

地球温暖化や海の汚染により漁獲量が減り、漁

業従事者の失業が増加。また、水産業に従事す

ることを目指して教育を受けた若者の働き口がな

い状況に直面している

米国、ニューイングランド州

1996年から2017年にかけて気候変動が

原因で沿岸部での漁業関連の仕事が

16％減少したと言われている。

55

82

71

48

27

7

13

33

18

11

16

19

全体

養殖

沿岸漁業

内陸漁業

パートタイム 非定期フルタイム

水産業における正規雇⽤・非正規雇⽤の内訳

FAO/ 2020

Source: FAO, Desktop Research
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新興国では水産業従事者の数は増加傾向にあり雇⽤需要が見込める一方、労働者の搾取

や児童労働が課題。一方、先進国では減少しており、漁師の高齢化や後継者不足が課題

陸上養殖に見る新規ビジネス機会｜漁業従事者の減少

先進国と新興国での水産業事業者推移（’000人）

316 322
358

2010 2020 2023

+1.0%

メキシコ

1,137
1,317

1,917

2000 2010 2022

+2.4%

インド

61

37 37

2000 2010 2022

-2.3%

スペイン

677 664 621

2005 2020 2023

-0.5%

米国

新興国

先進国

労働搾取・児童労働の問題

世界的な現代奴隷の実態を調査、分析している

オーストラリアのウォークフリー財団は、他の産業に比

べて漁業では、サプライチェーンの労働実態が見えに

くい傾向があり、収益性が低い産業構造と、技術

の低い低賃金の労働者への需要が高くなる傾向は、

世界の漁業に共通していると指摘

日本：

漁業従事者の高齢化が進んでいる

個人経営体では65歳以上が3万5,730人で全体

の53.7％を占める一方、団体経営体では64歳以

下が6,836人で全体の69.9％を占めている

後継者がいる事業者は全体の16.9％

漁業従事者の高齢化・後継者不足

Source: FAO, Desktop Research
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そのような状況下において、FAOは水産養殖バリューチェーン全体を通し、コミュニティ開発を促

進する「アクアパーク」を提唱。地域全体の事業創出・雇⽤創出が目指されている

陸上養殖に見る新規ビジネス機会｜養殖事業を通じた雇⽤創出

FAOが提唱する「アクアパーク」

• 水産養殖バリューチェーン全体を通して小規模養殖業者を支援するた

めに設計された革新的な水産養殖組織モデル

• 種や飼料などの投入物から養殖施設、加工、マーケティングまで、生

産チェーン全体を通して、コミュニティ全体の開発を目指す

• 統合アプローチにょり、リスクが軽減され、農家、協同組合、企業の利

益を最大化することを目指す

• アクアパークの設計は、FAO 加盟国が新たに策定した持続可能な養

殖のガイドライン (GSA) の指針である、養殖に対するエコシステム アプ

ローチ (EAA) に沿っている

• 2024年5月＠中国

• 国連食糧農業機関 (FAO) は中国の淡水漁業研究センター (FFRC) 

と共同で、「アクアパーク」に焦点を当てたトレーニング ワークショップを

開催

• アジア、アフリカ、ラテン アメリカ、カリブ海地域の 15 か国から 22 人

の政府関係者と FAO の国別プログラム担当者が参加

Source: FAO, Desktop Research

中国での事例

中国のMaonan族自治圏では、バ

リューチェーン全体を通して養殖事業者

を支援するアクアパークが設置された。

アクアパークでは、政府や自治体が技

術的財政的な支援を提供する。

Maonanでは、4,000世帯近く、

12,600人以上の雇用を生み出した
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実際に、新興国では、人口増加に伴い魚の消費量が増加している一方で生産量が追い付い

ていない地域もあり、地域での雇⽤創出のために養殖事業が注目されている

陸上養殖に見る新規ビジネス機会｜新興国における養殖事業を通じた雇⽤創出

アフリカ、ガボン：

• 若者の失業率が38％にも達するガボンで、FAOは

若者の雇用創出のために養殖業に注目。

ガボンでは水産物の需要が増加している一方で生

産能力が追い付いていない。2017年以来FAOが

ガボン政府と協力して漁業センターを5つ設立し、

水産業の発展を支援している

アジア、バングラデシュ：

• バングラデシュでの養殖は過去20年間で激増し、

2000年の178万1,000トンから413万4,000トンにま

で増加。それに伴い、養殖によって多数の雇用を生

みだしていると言われている

新興国における養殖による雇⽤の創出事例

Source: News Articles
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また、例えば、アフリカの国々で設定されている養殖に関する国家計画には、

常に地域での雇⽤創出が目標の一つとして掲げられている

陸上養殖に見る新規ビジネス機会｜新興国における養殖事業を通じた雇⽤創出

アフリカ地域での養殖に関する国家計画での「雇⽤創出」への注目

Source: FAO, Desktop Research
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ここ日本でも、少子高齢化が進むなかで、養殖事業による地域活性化や地方での雇⽤創出

の可能性が注目されている

陸上養殖に見る新規ビジネス機会｜日本における養殖事業を通じた雇⽤創出

実例

滋賀県でトラフグとヒラメの養殖 内陸地域

滋賀県の旧校舎を活⽤してビワマス・バナメイエビ・トラフグの養殖

大阪のホームセンター(コーナン)の駐車場を活⽤してバナメイエビ養殖

神戸市の団地の空き部屋でバナメイエビなどの養殖

2023年に三重県境近くの山あいにある滋賀県甲賀市

の旧市立山内小学校（平成２９年に閉校）の旧校

舎を活用し様々な魚種を養殖

2023年に空きスペースとなっていた豊中島江店の駐車

場でバナメイエビの養殖を試験的に開始。作業は餌の

補充と脱皮した殻をすくうのみで、１日４０分程度で

終わる

2022年に神戸市垂水区の都市再生機構新多聞（し

んたもん）団地の空き施設でバナメイエビなどの陸上養

殖を始めた

内陸地域
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陸上養殖を通じた食料生産に対する期待は今後ますます高まる

高まった期待に応えることで、新たな事業機会・雇⽤創出の実現が見込まれる

まとめ

陸上養殖の現状とビジネス機会

﹘ 世界的にも、上流から下流に至るまで、水産養殖・陸上養殖におけるバリューチェーンを

拡大し、それを通じた事業創出を志向する主体は増加

﹘ 新興国・先進国を問わず、食料安全保障の観点からも、新規事業機会創出の観点

からも、陸上養殖にかかる新たな取組が多数生まれている

陸上養殖

バリューチェーンが

拡大

﹘ 上記のとおり新たなビジネスが生まれることにより、それに伴う人員の確保が求められる

﹘ 従来では雇用が生まれづらかった地域においても、新たな働き口を創出し、

当該地域の活性化に寄与することが見込まれる

養殖事業を通じて

新たな雇⽤が創出

﹘ 水産業において養殖（特に陸上養殖）の重要性は高まっていく

﹘ 生産ポテンシャルに鑑みると、今後増加する潜在需要を埋めていく役割としても、

陸上養殖の拡大がますます重要となる

陸上養殖による

食料供給の

重要性の向上
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